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今
年
は
戌
（
イ
ヌ
）
年
、

昔
か
ら
猟
犬
や
留
守
番
犬
、

は
た
ま
た
、
忠
犬
ハ
チ
公
の

よ
う
に
、
い
じ
ら
し
い
ま
で

に
主
人
を
待
ち
続
け
る
そ
の

姿
に
は
頭
が
下
が
る
思
い
で

あ
る
。
一
方
、
昨
今
は
犬
小

屋
な
ら
ぬ
人
間
様
と
同
居
、

「
ウ
チ
の
子
」
な
ど
と
可
愛

が
ら
れ
、
食
事
は
栄
養
価
の

高
い
ド
ッ
グ
フ
ー
ド
。
イ
ヌ

畜
生
と
呼
ば
れ
た
こ
ろ
か
ら

考
え
る
と
、
そ
の
厚
遇
ぶ
り

に
は
驚
き
で
あ
る
。

と
も
あ
れ
、
時
代
と
と
も

に
そ
れ
ぞ
れ
価
値
観
が
変
化

す
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。

シ
ル
バ
ー
に
対
す
る
期
待
度

は
、
超
高
齢
化
社
会
に
向
か
っ

て
い
る
今
日
、
益
々
高
ま
る
。

「
七
、
八
十
や
サ
ラ
バ
ン
ジ
」

先
輩
諸
氏
の
健
康
で
頑
張
る

姿
に
拍
手
を
送
り
た
い
。

（

中
村
正
賢
）
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佐 敷 字 佐 敷

パ ー ト ２１

佐 敷 字 佐 敷
しまジマ

散 歩
しまジマ

散 歩

尚
巴
紹
の
跡
を
継
い
で
、
佐
敷

按
司
と
な
り
、
そ
の
後
、
中
山

王
と
な
り
、
１
４
２
２
年
に
北

山
、
１
４
２
９
年
に
南
山
を
滅

ぼ
し
て
、
三
山
統
一
を
果
た
し

ま
し
た
。

ま
た
、
佐
敷
の
山
手
に
は
、

佐
敷
よ
う
ど
れ
が
あ
り
、
尚
巴

紹
王
と
そ
の
家
族
８
人
が
葬
ら

れ
て
い
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
当
初
、
よ
う
ど
れ
は
佐
敷

グ
ス
ク
の
近
く
の
崖
下
に
あ
っ

た
の
を
、
風
雨
に
よ
る
損
壊
の

た
め
、
１
７
６
４
年
、
現
在
の

航
空
自
衛
隊
知
念
分
屯
基
地
内

に
移
葬
さ
れ
ま
し
た
。
琉
球
石

灰
岩
で
建
造
さ
れ
、
半
円
形
の

屋
根
を
し
た
籠
（
か
ご
）
型
の

独
特
な
形
を
し
て
い
ま
す
。

字
佐
敷
は
、
南
城
市
か
ら

「
佐
敷
上
グ
ス
ク
・
場
天
御
嶽
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」
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偉

大
な
尚
巴
志
王
を
後
世
に
語
り

継
ぎ
な
が
ら
、
文
化
遺
産
活
用

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
す
っ
か
り
南
城
市
の
一
大

イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
た
「
尚
巴
志

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
」
今
後
も
集

落
あ
げ
て
盛
り
上
げ
た
い
。
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光
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屋
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和
枝
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高
齢
者
の
福
祉
の
増

進
と
活
力
あ
る
地
域
づ

く
り
を
目
指
し
、
平
成

20
年
２
月
27
日
任
意
団

体
ミ
ニ
シ
ル
バ
ー
と
し

て
77
名
の
会
員
で
発
足
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地
域
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指
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、
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27
日
任
意
団

体
ミ
ニ
シ
ル
バ
ー
と
し

て
77
名
の
会
員
で
発
足

致
し
ま
し
た
。
以
来
、

平
成
21
年
一
般
社
団
法

人
設
立
、
平
成
24
年
公

益
社
団
法
人
へ
の
移
行

を
経
て
、
今
日
に
至
っ

て
お
り
ま
す
。

独
自
事
業
が
基
軸
に

そ
の
間
、
企
画
提
案

方
式
事
業
の
採
択
（
平

成
21
年
）
を
き
っ
か
け

に
チ
ッ
プ
生
産
が
始
ま

り
、
「
グ
リ
ー
ン
エ
コ

リ
サ
イ
ク
ル
事
業
」
が

地
域
の
環
境
浄
化
に
貢

献
す
る
事
業
と
し
て
市

民
の
支
持
を
得
、
独
自

事
業
の
先
駆
け
と
な
り

ま
し
た
。
チ
ッ
プ
生
産

の
み
な
ら
ず
腐
葉
土
、

汚
泥
発
酵
肥
料
（
く
が

に
１
号
）
の
生
産
販
売

へ
と
発
展
し
ま
し
た
。

一
方
、
沖
縄
県
立
玉

城
青
少
年
の
家
の
指
定

管
理
受
託
や
南
城
市
の

デ
マ
ン
ド
バ
ス
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
の
受
託
設
置
等

は
、
会
員
の
誇
り
と
自

信
に
繋
が
り
ま
し
た
。
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倍
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員
が
培
っ
て
き
た

技
能
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

精
神
は
市
民
に
徐
々
に

浸
透
し
、
初
年
度
２
千

万
円
余
の
契
約
額
が
、

平
成
29
年
度
に
は
会
員

致
し
ま
し
た
。
以
来
、

平
成
21
年
一
般
社
団
法

人
設
立
、
平
成
24
年
公

益
社
団
法
人
へ
の
移
行

を
経
て
、
今
日
に
至
っ

て
お
り
ま
す
。

独
自
事
業
が
基
軸
に

そ
の
間
、
企
画
提
案

方
式
事
業
の
採
択
（
平

成
21
年
）
を
き
っ
か
け

に
チ
ッ
プ
生
産
が
始
ま

り
、
「
グ
リ
ー
ン
エ
コ

リ
サ
イ
ク
ル
事
業
」
が

地
域
の
環
境
浄
化
に
貢

献
す
る
事
業
と
し
て
市

民
の
支
持
を
得
、
独
自

事
業
の
先
駆
け
と
な
り

ま
し
た
。
チ
ッ
プ
生
産

の
み
な
ら
ず
腐
葉
土
、

汚
泥
発
酵
肥
料
（
く
が

に
１
号
）
の
生
産
販
売

へ
と
発
展
し
ま
し
た
。

一
方
、
沖
縄
県
立
玉

城
青
少
年
の
家
の
指
定

管
理
受
託
や
南
城
市
の

デ
マ
ン
ド
バ
ス
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
の
受
託
設
置
等

は
、
会
員
の
誇
り
と
自

信
に
繋
が
り
ま
し
た
。

10
年
で
契
約
額
7
倍

会
員
が
培
っ
て
き
た

技
能
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

精
神
は
市
民
に
徐
々
に

浸
透
し
、
初
年
度
２
千

万
円
余
の
契
約
額
が
、

平
成
29
年
度
に
は
会
員

３
０
０
余
人
で
、
１
億

５
千
万
円
を
超
え
る
に
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お
り
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す
。
こ

れ
も
ひ
と
え
に
会
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を

は
じ
め
、
役
職
員
の
努

力
は
も
と
よ
り
、
市
当

局
を
は
じ
め
国
・
県
の

ご
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援
と
発
注
者
の
皆

様
の
ご
協
力
の
賜
物
と

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

事
業
の
充
実
で
安
定
化

南
城
市
の
60
歳
以
上

の
人
口
が
３
割
を
超
す

高
齢
化
社
会
の
中
で
、

地
域
環
境
に
最
も
適
応

し
た
請
負
に
よ
る
就
業

を
更
に
拡
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す
る
と
と

も
に
、
派
遣
事
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や
農
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を
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す
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を
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、
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の
安
定
化
を

進
め
て
い
く
考
え
で
あ

り
ま
す
。
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新
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を
寿
ぎ
皆
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の

益
々
の
安
寧
を
祈
念
い

た
し
ま
す
。

私
た
ち
は
就
業
を
通

し
て
、
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身
の
健
康
と
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互
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の
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を
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る
と
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に
、
地
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に
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団
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人
材
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も
、
設
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を
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篤
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故

も
な
く
め
で
た
く
迎
え

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
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っ
て
共
に

歩
み
ま
し
ょ
う
。

新
た
な
10
周
年

に
向
け
て

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
基
本
理
念
「
自

主
・
自
立
・
共
働
・
共

助
」
の
原
点
に
立
ち
返

り
、
就
業
を
通
し
て
地

域
と
の
絆
、
会
員
と
の

絆
に
感
謝
し
つ
つ
、
こ

れ
か
ら
の
人
生
を
事
故

無
く
有
意
義
に
活
動
し
、

地
域
に
愛
さ
れ
親
し
ま

れ
る
セ
ン
タ
ー
を
目
指

し
て
、
次
の
節
目
の
20

周
年
に
向
か
っ
て
共
に

歩
み
ま
し
ょ
う
。

南
城
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
で
は
、
ゴ
ル
フ
、
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル

フ
、
三
線
、
踊
り
、
健
康
体

操
な
ど
、
会
員
そ
れ
ぞ
れ
が

余
暇
を
活
用
し
て
、
健
康
づ

く
り
や
会
員
交
流
の
場
と
し

て
、
楽
し
く
サ
ー
ク
ル
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

定
期
的
に
活
動
日
を
設
け

南
城
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
で
は
、
ゴ
ル
フ
、
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル

フ
、
三
線
、
踊
り
、
健
康
体

操
な
ど
、
会
員
そ
れ
ぞ
れ
が

余
暇
を
活
用
し
て
、
健
康
づ

く
り
や
会
員
交
流
の
場
と
し

て
、
楽
し
く
サ
ー
ク
ル
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

定
期
的
に
活
動
日
を
設
け

活
動
を
行
っ
て
い
る
サ
ー
ク

ル
も
あ
れ
ば
、
シ
ル
バ
ー
セ

ン
タ
ー
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に

合
わ
せ
て
集
中
的
に
活
動
す

る
サ
ー
ク
ル
も
あ
り
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
会
員
が

気
の
合
う
仲
間
と
出
来
る
時

に
楽
し
く
好
き
な
活
動
を
行

う
こ
と
が
、
生
き
が
い
づ
く

り
に
も
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

活
動
を
行
っ
て
い
る
サ
ー
ク

ル
も
あ
れ
ば
、
シ
ル
バ
ー
セ

ン
タ
ー
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に

合
わ
せ
て
集
中
的
に
活
動
す

る
サ
ー
ク
ル
も
あ
り
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
会
員
が

気
の
合
う
仲
間
と
出
来
る
時

に
楽
し
く
好
き
な
活
動
を
行

う
こ
と
が
、
生
き
が
い
づ
く

り
に
も
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

平成30年の輝かしい初日の出（玉城青少年の家から）平成30年の輝かしい初日の出（玉城青少年の家から）

佐敷上グスク（つきしろの宮がある）佐敷上グスク（つきしろの宮がある）

□

事
務
局
か
ら
お
知
ら
せ

□

《
確
定
申
告
用
》
配
分
金
証
明
書
郵
送

□

事
務
局
か
ら
お
知
ら
せ

□

《
確
定
申
告
用
》
配
分
金
証
明
書
郵
送

会
員
の
皆
さ
ん
あ
け
ま
し

て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
は
、
南
城
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
事
務
局
に
格

別
な
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い

た
だ
き
厚
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
今
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

さ
て
、
今
年
も
所
得
税
等

の
確
定
申
告
の
時
期
が
迫
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。
事
務
局

で
は
、
確
定
申
告
に
必
要
な

平
成
29
年
分
配
分
金
支
払
い

証
明
書
を
、
各
会
員
宛
て
郵

送
し
ま
す
の
で
、
必
ず
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

再
発
行
は
致
し
ま
せ
ん
の

で
、
無
く
さ
な
い
よ
う
大
事

に
保
管
し
て
、
税
金
の
申
告

に
ご
活
用
下
さ
い
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

は
公
益
社
団
法
人
で
、
高
齢

者
の
雇
用
に
関
す
る
法
律
に

よ
る
国
の
補
助
団
体
で
す
。

会
員
の
皆
さ
ん
が
就
業
に

よ
り
得
た
、
配
分
金
収
入
は
、

所
得
税
法
上
「
そ
の
他
の
雑

所
得
」
に
該
当
し
、
租
税
特

別
措
置
法
第
27
条
の
規
定
に

準
じ
て
、
必
要
経
費
の
控
除

が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、

是
非
、
「
平
成
29
年
分
配
分

金
支
払
い
証
明
書
」
を
ご
活

用
下
さ
い
。

会
員
の
皆
さ
ん
あ
け
ま
し

て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
は
、
南
城
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
事
務
局
に
格

別
な
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い

た
だ
き
厚
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
今
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

さ
て
、
今
年
も
所
得
税
等

の
確
定
申
告
の
時
期
が
迫
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。
事
務
局

で
は
、
確
定
申
告
に
必
要
な

平
成
29
年
分
配
分
金
支
払
い

証
明
書
を
、
各
会
員
宛
て
郵

送
し
ま
す
の
で
、
必
ず
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

再
発
行
は
致
し
ま
せ
ん
の

で
、
無
く
さ
な
い
よ
う
大
事

に
保
管
し
て
、
税
金
の
申
告

に
ご
活
用
下
さ
い
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

は
公
益
社
団
法
人
で
、
高
齢

者
の
雇
用
に
関
す
る
法
律
に

よ
る
国
の
補
助
団
体
で
す
。

会
員
の
皆
さ
ん
が
就
業
に

よ
り
得
た
、
配
分
金
収
入
は
、

所
得
税
法
上
「
そ
の
他
の
雑

所
得
」
に
該
当
し
、
租
税
特

別
措
置
法
第
27
条
の
規
定
に

準
じ
て
、
必
要
経
費
の
控
除

が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、

是
非
、
「
平
成
29
年
分
配
分

金
支
払
い
証
明
書
」
を
ご
活

用
下
さ
い
。

会
員
の
皆
さ
ん
、
今
年
で

南
城
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
は
設
立
10
周
年
と
な
り

ま
し
た
。
事
務
局
職
員
も
、

と
も
に
頑
張
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

会
員
の
皆
さ
ん
、
今
年
で

南
城
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
は
設
立
10
周
年
と
な
り

ま
し
た
。
事
務
局
職
員
も
、

と
も
に
頑
張
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

三
線
同
好
会
は
、
毎
週
金

曜
日
、
午
後
７
時
か
ら
南
城

市
中
央
公
民
館
に
お
い
て
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
メ
ン
バ
ー
は
15
名
、

大
好
き
な
三
線
を
心
置
き
な

く
弾
き
な
が
ら
の
語
ら
い
は

メ
ン
バ
ー
に
と
っ
て
至
福
の

ひ
と
時
だ
そ
う
で
す
。

た
だ
今
、
２
月
９
日
の
シ

ル
バ
ー
設
立
10
周
年
記
念
式

典
・
祝
賀
会
の
「
幕
開
け
」

を
目
指
し
て
、
特
訓
中
と
の

こ
と
で
す
。

三
線
同
好
会
は
、
毎
週
金

曜
日
、
午
後
７
時
か
ら
南
城

市
中
央
公
民
館
に
お
い
て
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
メ
ン
バ
ー
は
15
名
、

大
好
き
な
三
線
を
心
置
き
な

く
弾
き
な
が
ら
の
語
ら
い
は

メ
ン
バ
ー
に
と
っ
て
至
福
の

ひ
と
時
だ
そ
う
で
す
。

た
だ
今
、
２
月
９
日
の
シ

ル
バ
ー
設
立
10
周
年
記
念
式

典
・
祝
賀
会
の
「
幕
開
け
」

を
目
指
し
て
、
特
訓
中
と
の

こ
と
で
す
。

活
動
中
の
三
線
同
好
会

活
動
中
の
三
線
同
好
会

字
佐
敷
は
、
人
口
７
２
６
人
、

（
内
、
男
３
６
６
人
、
女
３
６
０
人
）

世
帯
数
２
８
７
世
帯
の
集
落
で
、
北

は
中
城
湾
に
望
み
、
南
の
高
台
か
ら

は
、
遠
く
は
勝
連
半
島
や
沖
縄
市
な

ど
が
一
望
で
き
、
眺
望
が
素
晴
ら
し

く
、
丘
陵
地
域
は
緑
が
深
い
の
ど
か

な
集
落
で
す
。
佐
敷
地
区
の
中
心
と

し
て
旧
町
役
場
（
現
南
城
市
佐
敷
支

所
）
や
小
学
校
、
郵
便
局
、
南
城
市

商
工
会
、
南
城
市
文
化
セ
ン
タ
ー
等

公
共
施
設
が
所
在
し
て
い
ま
す
。

平
成
25
年
10
月
17
日
に
国
指
定
史

跡
と
な
っ
た
佐
敷
城
跡
（
佐
敷
上
グ

ス
ク
）
が
あ
り
ま
す
。
佐
敷
上
グ
ス

ク
は
、
琉
球
王
国
を
統
一
し
た
第
一

尚
氏
王
統
の
祖
尚
巴
紹
王
・
尚
巴
志

王
の
居
住
で
あ
り
、
周
辺
に
は
、
苗

代
大
比
屋
屋
敷
、
苗
代
殿
、
佐
敷
よ

う
ど
れ
、
美
里
ガ
―
、
美
里
殿
、
佐

敷
ノ
ロ
殿
内
な
ど
琉
球
王
統
と
縁
の

あ
る
場
所
が
点
在
し
て
い
ま
す
。

尚
巴
志
は
、
１
４
０
２
年
に
父
、

字
佐
敷
は
、
人
口
７
２
６
人
、

（
内
、
男
３
６
６
人
、
女
３
６
０
人
）

世
帯
数
２
８
７
世
帯
の
集
落
で
、
北

は
中
城
湾
に
望
み
、
南
の
高
台
か
ら

は
、
遠
く
は
勝
連
半
島
や
沖
縄
市
な

ど
が
一
望
で
き
、
眺
望
が
素
晴
ら
し

く
、
丘
陵
地
域
は
緑
が
深
い
の
ど
か

な
集
落
で
す
。
佐
敷
地
区
の
中
心
と

し
て
旧
町
役
場
（
現
南
城
市
佐
敷
支

所
）
や
小
学
校
、
郵
便
局
、
南
城
市

商
工
会
、
南
城
市
文
化
セ
ン
タ
ー
等

公
共
施
設
が
所
在
し
て
い
ま
す
。

平
成
25
年
10
月
17
日
に
国
指
定
史

跡
と
な
っ
た
佐
敷
城
跡
（
佐
敷
上
グ

ス
ク
）
が
あ
り
ま
す
。
佐
敷
上
グ
ス

ク
は
、
琉
球
王
国
を
統
一
し
た
第
一

尚
氏
王
統
の
祖
尚
巴
紹
王
・
尚
巴
志

王
の
居
住
で
あ
り
、
周
辺
に
は
、
苗

代
大
比
屋
屋
敷
、
苗
代
殿
、
佐
敷
よ

う
ど
れ
、
美
里
ガ
―
、
美
里
殿
、
佐

敷
ノ
ロ
殿
内
な
ど
琉
球
王
統
と
縁
の

あ
る
場
所
が
点
在
し
て
い
ま
す
。

尚
巴
志
は
、
１
４
０
２
年
に
父
、
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◯
第
３
回
理
事
会

平
成
29
年
６
月
29
日
（
木
）

第
1
号
議
案

正
会
員
の
入
会
承
認

原
案
承
認
（
８
人
入
会
）

第
２
号
議
案

地
域
班
会
議
要
望
事
項
へ
の
対
応

第
３
号
議
案

10
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
の
発
足

原
案
一
部
修
正
の
上
可
決

報
告
第
1
号

理
事
長
職
務
執
行
状
況
報
告

報
告
第
２
号

平
成
29
年
度
事
業
実
績
報
告

報
告
第
３
号

玉
城
青
少
年
の
家
事
業
実
績
報
告

報
告
第
４
号

ヘ
ナ
栽
培
の
進
捗
状
況

報
告
第
５
号

会
員
「
健
康
・
生
活
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」

◯
第
４
回
理
事
会

平
成
29
年
８
月
24
日
（
木
）

第
1
号
議
案

正
会
員
の
入
会
承
認

原
案
承
認
（
３
人
入
会
）

第
２
号
議
案

10
周
年
記
念
事
業
実
施
要
項
の
制
定

原
案
一
部
修
正
の
上
可
決

第
３
号
議
案

設
立
10
周
年
記
念
式
典

原
案
可
決

第
４
号
議
案

表
彰
規
程
の
制
定

原
案
可
決

第
５
号
議
案

地
域
就
業
機
会
創
出
・
拡
大
事
業

原
案
可
決

報
告
第
1
号

理
事
長
職
務
執
行
状
況
報
告

報
告
第
２
号

平
成
29
年
度
事
業
実
績
報
告

報
告
第
３
号

玉
城
青
少
年
の
家
事
業
実
績
報
告

報
告
第
４
号

公
益
法
人
立
ち
入
り
検
査
報
告

報
告
第
５
号

旧
盆
一
人
暮
ら
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

報
告
第
６
号

玉
城
青
少
年
の
家
運
営
委
員
の
発
令

◯
第
５
回
理
事
会

平
成
29
年
９
月
25
日
（
木
）
書
面
議
決

第
1
号
議
案

正
会
員
の
入
会
承
認
（
３
人
入
会
承
認
）

報
告
第
１
号

平
成
29
年
度
事
業
実
績
報
告

◯
第
３
回
理
事
会

平
成
29
年
６
月
29
日
（
木
）

第
1
号
議
案

正
会
員
の
入
会
承
認

原
案
承
認
（
８
人
入
会
）

第
２
号
議
案

地
域
班
会
議
要
望
事
項
へ
の
対
応

第
３
号
議
案

10
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
の
発
足

原
案
一
部
修
正
の
上
可
決

報
告
第
1
号

理
事
長
職
務
執
行
状
況
報
告

報
告
第
２
号

平
成
29
年
度
事
業
実
績
報
告

報
告
第
３
号

玉
城
青
少
年
の
家
事
業
実
績
報
告

報
告
第
４
号

ヘ
ナ
栽
培
の
進
捗
状
況

報
告
第
５
号

会
員
「
健
康
・
生
活
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」

◯
第
４
回
理
事
会

平
成
29
年
８
月
24
日
（
木
）

第
1
号
議
案

正
会
員
の
入
会
承
認

原
案
承
認
（
３
人
入
会
）

第
２
号
議
案

10
周
年
記
念
事
業
実
施
要
項
の
制
定

原
案
一
部
修
正
の
上
可
決

第
３
号
議
案

設
立
10
周
年
記
念
式
典

原
案
可
決

第
４
号
議
案

表
彰
規
程
の
制
定

原
案
可
決

第
５
号
議
案

地
域
就
業
機
会
創
出
・
拡
大
事
業

原
案
可
決

報
告
第
1
号

理
事
長
職
務
執
行
状
況
報
告

報
告
第
２
号

平
成
29
年
度
事
業
実
績
報
告

報
告
第
３
号

玉
城
青
少
年
の
家
事
業
実
績
報
告

報
告
第
４
号

公
益
法
人
立
ち
入
り
検
査
報
告

報
告
第
５
号

旧
盆
一
人
暮
ら
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

報
告
第
６
号

玉
城
青
少
年
の
家
運
営
委
員
の
発
令

◯
第
５
回
理
事
会

平
成
29
年
９
月
25
日
（
木
）
書
面
議
決

第
1
号
議
案

正
会
員
の
入
会
承
認
（
３
人
入
会
承
認
）

報
告
第
１
号

平
成
29
年
度
事
業
実
績
報
告

29
年
度

理

事

会

の

動

き

29
年
度

理

事

会

の

動

き

今
回
は
う
ち
な
ー
グ
チ
の
巧
み
な
表
現
？
に

触
れ
て
み
た
。
な
ん
で
そ
う
な
る
の
？

◎

タ
バ
イ
シ
カ
イ

「
束
ね
る
」
の
強
調
語
。

◎

チ
ム
ダ
ク
ダ
ク
―

胸
が
ど
き
ど
き
す
る
。
胸
騒
ぎ
。

◎

チ
ジ
ャ
ー
シ
ヒ
ジ
ャ
ー
シ

継
ぎ
接
ぎ
（
つ
ぎ
は
ぎ
）
。

◎

チ
ッ
カ
ー
ム
ッ
カ
ー

乱
雑
。
整
理
さ
れ
て
い
な
い
。

◎

チ
バ
チ
バ
ー
ト
ゥ

と
て
も
強
く
。
こ
っ
ぴ
ど
く
。

◎

チ
ブ
ル
ク
ル
ス
ン

頭
を
悩
ま
す
。
直
訳
す
る
と
頭
を
殺
す
。

◎

チ
ム
イ
チ
ャ
ハ
ン

心
が
痛
む
。

◎

カ
ー
ヤ
マ
ア
ッ
チ
ュ
ン

家
事
（
夕
飯
の
支
度
や
掃
除
な
ど
）
を

す
る
。
ア
ッ
チ
ュ
ン
の
表
現
が
面
白
い
。

今
回
は
う
ち
な
ー
グ
チ
の
巧
み
な
表
現
？
に

触
れ
て
み
た
。
な
ん
で
そ
う
な
る
の
？

◎

タ
バ
イ
シ
カ
イ

「
束
ね
る
」
の
強
調
語
。

◎

チ
ム
ダ
ク
ダ
ク
―

胸
が
ど
き
ど
き
す
る
。
胸
騒
ぎ
。

◎

チ
ジ
ャ
ー
シ
ヒ
ジ
ャ
ー
シ

継
ぎ
接
ぎ
（
つ
ぎ
は
ぎ
）
。

◎

チ
ッ
カ
ー
ム
ッ
カ
ー

乱
雑
。
整
理
さ
れ
て
い
な
い
。

◎

チ
バ
チ
バ
ー
ト
ゥ

と
て
も
強
く
。
こ
っ
ぴ
ど
く
。

◎

チ
ブ
ル
ク
ル
ス
ン

頭
を
悩
ま
す
。
直
訳
す
る
と
頭
を
殺
す
。

◎

チ
ム
イ
チ
ャ
ハ
ン

心
が
痛
む
。

◎

カ
ー
ヤ
マ
ア
ッ
チ
ュ
ン

家
事
（
夕
飯
の
支
度
や
掃
除
な
ど
）
を

す
る
。
ア
ッ
チ
ュ
ン
の
表
現
が
面
白
い
。

（
公
社
）
全
国
有
料
ホ
ー
ム
協
会

第
17
回
シ
ル
バ
ー
川
柳
入
選
作
よ
り

☆

紙
お
む
つ
地
位
も
名
誉
も
吸
い
と
ら
れ

☆

字
を
忘
れ
考
え
て
る
う
ち
文
忘
れ

☆

い
つ
死
ぬ
か
分
か
れ
ば
貯
金
使
う
の
に

☆

物
忘
れ
知
識
を
少
し
捨
て
た
だ
け

☆

温
か
く
迎
え
て
く
れ
る
は
便
座
だ
け

☆

遺
言
書
「
全
て
妻
に
」
と
妻
の
文
字

☆

付
い
て
来
い
言
っ
た
家
内
に
付
い
て
行
く

☆

通
帳
に
暗
証
番
号
書
い
て
い
る

☆

ポ
ケ
モ
ン
を
捜
し
歩
い
て
捜
さ
れ
て

☆

で
き
ま
す
と
家
族
を
泣
か
す
認
定
日

（
公
社
）
全
国
有
料
ホ
ー
ム
協
会

第
17
回
シ
ル
バ
ー
川
柳
入
選
作
よ
り

☆

紙
お
む
つ
地
位
も
名
誉
も
吸
い
と
ら
れ

☆

字
を
忘
れ
考
え
て
る
う
ち
文
忘
れ

☆

い
つ
死
ぬ
か
分
か
れ
ば
貯
金
使
う
の
に

☆

物
忘
れ
知
識
を
少
し
捨
て
た
だ
け

☆

温
か
く
迎
え
て
く
れ
る
は
便
座
だ
け

☆

遺
言
書
「
全
て
妻
に
」
と
妻
の
文
字

☆

付
い
て
来
い
言
っ
た
家
内
に
付
い
て
行
く

☆

通
帳
に
暗
証
番
号
書
い
て
い
る

☆

ポ
ケ
モ
ン
を
捜
し
歩
い
て
捜
さ
れ
て

☆

で
き
ま
す
と
家
族
を
泣
か
す
認
定
日

あ
ゝ
愛
し
の
う
ち
な
ー
グ
チ

パ
ー
ト
12

あ
ゝ
愛
し
の
う
ち
な
ー
グ
チ

パ
ー
ト
12

グ

ラ

フ
で
見

る

29
年
度
月
別
実
績

グ

ラ

フ
で
見

る

29
年
度
月
別
実
績

南
城
市
で
は
、
毎
年
2
月
に

「
Ｅ
Ｃ
Ｏ
ス
ピ
リ
ッ
ト
＆
ウ
ォ
ー

ク
ｉ
ｎ
南
城
」
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
、
ウ
ォ
ー

ク
、
ラ
イ
ド
（
自
転
車
）
の
競

技
で
、
県
内
外
か
ら
約
2
千
名

が
参
加
し
ま
す
。

大
城
さ
ん
は
、
毎
年
50
キ
ロ

の
ラ
イ
ド
に
出
場
し
て
い
ま
す
。

自
転
車
を
始
め
た
の
は
、
10

年
前
、
膝
関
節
症
を
患
い
、
歩

く
の
も
辛
か
っ
た
と
き
、
主
治

医
か
ら
勧
め
ら
れ
た
こ
と
が
き
っ

か
け
で
し
た
。
毎
週
日
曜
日
に

南
城
市
で
は
、
毎
年
2
月
に

「
Ｅ
Ｃ
Ｏ
ス
ピ
リ
ッ
ト
＆
ウ
ォ
ー

ク
ｉ
ｎ
南
城
」
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
、
ウ
ォ
ー

ク
、
ラ
イ
ド
（
自
転
車
）
の
競

技
で
、
県
内
外
か
ら
約
2
千
名

が
参
加
し
ま
す
。

大
城
さ
ん
は
、
毎
年
50
キ
ロ

の
ラ
イ
ド
に
出
場
し
て
い
ま
す
。

自
転
車
を
始
め
た
の
は
、
10

年
前
、
膝
関
節
症
を
患
い
、
歩

く
の
も
辛
か
っ
た
と
き
、
主
治

医
か
ら
勧
め
ら
れ
た
こ
と
が
き
っ

か
け
で
し
た
。
毎
週
日
曜
日
に

自
転
車
走
を
行
い
、
現
在
で
は
、

60
キ
ロ
を
こ
な
す
ま
で
に
な
っ

た
そ
う
で
す
。
お
か
げ
で
、
足

の
調
子
も
良
く
な
り
、
な
ん
と

10
年
を
越
え
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
、
こ
の
大
会

が
開
催
さ
れ
、
自
分
も
挑
戦
す

る
こ
と
で
、
健
康
で
あ
る
こ
と

の
幸
せ
を
実
感
す
る
そ
う
で
す
。

自
転
車
走
を
行
い
、
現
在
で
は
、

60
キ
ロ
を
こ
な
す
ま
で
に
な
っ

た
そ
う
で
す
。
お
か
げ
で
、
足

の
調
子
も
良
く
な
り
、
な
ん
と

10
年
を
越
え
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
、
こ
の
大
会

が
開
催
さ
れ
、
自
分
も
挑
戦
す

る
こ
と
で
、
健
康
で
あ
る
こ
と

の
幸
せ
を
実
感
す
る
そ
う
で
す
。

シ
ル
バ
ー
へ
の
入
会
は
、

平
成
26
年
、
は
じ
め
は
軽
作

業
を
と
の
思
い
で
し
た
が
、

今
で
は
、
大
工
仕
事
、
障
子

張
り
と
、
仲
間
と
楽
し
く
や
っ

て
い
ま
す
。

特
に
大
城
さ
ん

の
障
子
張
り
は
丁

寧
で
発
注
者
の
評

判
も
良
く
、
仕
事

の
依
頼
が
多
い
で
す
。

「
シ
ル
バ
ー
は
自
分
の
ペ
ー

ス
で
働
け
る
の
で
、
出
来
る

限
り
続
け
た
い
。
」
と
、
シ

シ
ル
バ
ー
へ
の
入
会
は
、

平
成
26
年
、
は
じ
め
は
軽
作

業
を
と
の
思
い
で
し
た
が
、

今
で
は
、
大
工
仕
事
、
障
子

張
り
と
、
仲
間
と
楽
し
く
や
っ

て
い
ま
す
。

特
に
大
城
さ
ん

の
障
子
張
り
は
丁

寧
で
発
注
者
の
評

判
も
良
く
、
仕
事

の
依
頼
が
多
い
で
す
。

「
シ
ル
バ
ー
は
自
分
の
ペ
ー

ス
で
働
け
る
の
で
、
出
来
る

限
り
続
け
た
い
。
」
と
、
シ

会

員

さ

ん

登

場

大

城

正

榮

さ

ん

佐

敷

班

会

員

さ

ん

登

場

大

城

正

榮

さ

ん

佐

敷

班

初
め
て
詠
ん
だ
川
柳
、
吉
田

さ
ん
の
感
性
の
豊
か
さ
が
う
か

が
え
る
一
句
で
す
。

川
柳
を
始
め
た
の
は
30
数
年

前
。
当
時
、
衆
議
院
議
員
の
仲

川
幸
男
氏
が
、
沖
縄
に
川
柳
を

広
め
た
い
と
、
那
覇
で
講
習
会

を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
耳
に
し
、

興
味
本
位
で
参
加
し
た
こ
と
が

き
っ
か
け
だ
そ
う
で
す
。

「
仕
事
の
合
間
に
仲
間
と
集

ま
っ
て
吟
じ
る
川
柳
は
、
と
て

も
楽
し
い
時
間
だ
っ
た
」
と
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
9
人
の
川
柳

仲
間
で
立
ち
上
げ
た
「
お
き
な

わ
川
柳
会
」
の
礎
を
築
い
た
一

人
で
も
あ
り
ま
す
。

初
め
て
詠
ん
だ
川
柳
、
吉
田

さ
ん
の
感
性
の
豊
か
さ
が
う
か

が
え
る
一
句
で
す
。

川
柳
を
始
め
た
の
は
30
数
年

前
。
当
時
、
衆
議
院
議
員
の
仲

川
幸
男
氏
が
、
沖
縄
に
川
柳
を

広
め
た
い
と
、
那
覇
で
講
習
会

を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
耳
に
し
、

興
味
本
位
で
参
加
し
た
こ
と
が

き
っ
か
け
だ
そ
う
で
す
。

「
仕
事
の
合
間
に
仲
間
と
集

ま
っ
て
吟
じ
る
川
柳
は
、
と
て

も
楽
し
い
時
間
だ
っ
た
」
と
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
9
人
の
川
柳

仲
間
で
立
ち
上
げ
た
「
お
き
な

わ
川
柳
会
」
の
礎
を
築
い
た
一

人
で
も
あ
り
ま
す
。

◎

徘
徊
か

高
輝
高
齢
者

旅
に
出
る

◎

無
意
識
に

低
い
段
差
を

さ
が
す
足

◎

痴
呆
症

頭
と
足
が

け
ん
か
す
る

ま
た
、
釣
り
も
大
好
き
で
週

に
1
回
は
出
か
け
る
そ
う
で
す
。

そ
こ
で
一
句

◎

太
公
望

釣
れ
な
い
と
き
は

竿
じ
ま
ん

本
セ
ン
タ
ー
当
初
か
ら
の
会

員
で
、
設
立
時
の
理
事
も
務
め
、

セ
ン
タ
ー
発
展
の
貢
献
者
の
一

人
で
も
あ
り
ま
す
。
現
在
は
、

独
自
事
業
「
ヘ
ナ
栽
培
農
園
」

の
管
理
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

◎

徘
徊
か

高
輝
高
齢
者

旅
に
出
る

◎

無
意
識
に

低
い
段
差
を

さ
が
す
足

◎

痴
呆
症

頭
と
足
が

け
ん
か
す
る

ま
た
、
釣
り
も
大
好
き
で
週

に
1
回
は
出
か
け
る
そ
う
で
す
。

そ
こ
で
一
句

◎

太
公
望

釣
れ
な
い
と
き
は

竿
じ
ま
ん

本
セ
ン
タ
ー
当
初
か
ら
の
会

員
で
、
設
立
時
の
理
事
も
務
め
、

セ
ン
タ
ー
発
展
の
貢
献
者
の
一

人
で
も
あ
り
ま
す
。
現
在
は
、

独
自
事
業
「
ヘ
ナ
栽
培
農
園
」

の
管
理
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

「
恋
心

吹
く
風
か
ら
も

匂
い
嗅
ぐ
」

吉

田

武

男

さ

ん

（
つ
き
し
ろ
）
81
歳

「
恋
心

吹
く
風
か
ら
も

匂
い
嗅
ぐ
」

吉

田

武

男

さ

ん

（
つ
き
し
ろ
）
81
歳

わ
っ

た
ー

が
ん

じ
ゅ

う
隊

わ
っ

た
ー

が
ん

じ
ゅ

う
隊

小嶺克範さん 玉城班小嶺克範さん 玉城班

仲村 明さん 大里班仲村 明さん 大里班

知念健眞さん 大里班知念健眞さん 大里班

岸本明美さん 佐敷班岸本明美さん 佐敷班

多
く
の
地
域
と
の

出
会
い
が
う
れ
し
い

多
く
の
地
域
と
の

出
会
い
が
う
れ
し
い

仕
事
以
外
の
交
流

も
あ
り
、
最
高

仕
事
以
外
の
交
流

も
あ
り
、
最
高

就
業
で
マ
ン
ゴ
ー

づ
く
り
を
学
ん
だ

就
業
で
マ
ン
ゴ
ー

づ
く
り
を
学
ん
だ

粗
大
ご
み
の
地
図

作
り
が
楽
し
い

粗
大
ご
み
の
地
図

作
り
が
楽
し
い

障子の張替作業中の大城さん障子の張替作業中の大城さん

◯
第
６
回
理
事
会

平
成
29
年
10
月
26
日
（
木
）

第
1
号
議
案

正
会
員
の
入
会
承
認

原
案
承
認
（
１
人
入
会
）

第
２
号
議
案

設
立
10
周
年
記
念
式
典
の
進
捗
状
況

第
３
号
議
案

「
く
が
に
１
号
」
の
配
達
料
金

原
案
可
決

報
告
第
1
号

理
事
長
職
務
執
行
状
況
報
告

報
告
第
２
号

平
成
29
年
度
事
業
実
績
報
告

報
告
第
３
号

玉
城
青
少
年
の
家
事
業
実
績
報
告

報
告
第
４
号

シ
ル
バ
ー
「
普
及
・
啓
発
」
月
間
活
動

◯
第
７
回
理
事
会

平
成
29
年
11
月
15
日
（
水
）
書
面
議
決

第
1
号
議
案

正
会
員
の
入
会
承
認

原
案
承
認
（
１
人
入
会
）

報
告
第
２
号

平
成
29
年
度
事
業
実
績
報
告

◯
第
８
回
理
事
会

平
成
29
年
12
月
28
日
（
木
）

第
1
号
議
案

正
会
員
の
入
会
承
認

原
案
承
認
（
３
人
入
会
）

議
案
第
2
号

平
成
29
年
度
第
１
回
補
正
予
算

原
案
可
決

報
告
第
1
号

平
成
29
年
度
事
業
実
績
報
告

報
告
第
２
号

11
月
・
12
月
事
故
報
告

報
告
第
３
号

玉
城
青
少
年
の
家
事
業
報
告

報
告
第
４
号

設
立
10
周
年
記
念
式
典
進
捗
状
況

◯
第
６
回
理
事
会

平
成
29
年
10
月
26
日
（
木
）

第
1
号
議
案

正
会
員
の
入
会
承
認

原
案
承
認
（
１
人
入
会
）

第
２
号
議
案

設
立
10
周
年
記
念
式
典
の
進
捗
状
況

第
３
号
議
案

「
く
が
に
１
号
」
の
配
達
料
金

原
案
可
決

報
告
第
1
号

理
事
長
職
務
執
行
状
況
報
告

報
告
第
２
号

平
成
29
年
度
事
業
実
績
報
告

報
告
第
３
号

玉
城
青
少
年
の
家
事
業
実
績
報
告

報
告
第
４
号

シ
ル
バ
ー
「
普
及
・
啓
発
」
月
間
活
動

◯
第
７
回
理
事
会

平
成
29
年
11
月
15
日
（
水
）
書
面
議
決

第
1
号
議
案

正
会
員
の
入
会
承
認

原
案
承
認
（
１
人
入
会
）

報
告
第
２
号

平
成
29
年
度
事
業
実
績
報
告

◯
第
８
回
理
事
会

平
成
29
年
12
月
28
日
（
木
）

第
1
号
議
案

正
会
員
の
入
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（公社）

南城市シルバー人材センター

10年の一コマ

（公社）

南城市シルバー人材センター

10年の一コマ
初代理事長 大湾政松氏初代理事長 大湾政松氏 ２代目理事長 知念進氏２代目理事長 知念進氏

任意団体から一般社団法人へ移行総会 平成２２年３月任意団体から一般社団法人へ移行総会 平成２２年３月
平成24年度定時総会 次年度から公益社団法人移行を決定平成24年度定時総会 次年度から公益社団法人移行を決定

互助会ピクニック 中・北部視察 平成２８年互助会ピクニック 中・北部視察 平成２８年

パークゴルフ愛好会 平成２６年３月パークゴルフ愛好会 平成２６年３月 独自事業 タイワンコマツナギ初出荷 平成２９年９月独自事業 タイワンコマツナギ初出荷 平成２９年９月

独自事業 順調に育つ「ヘナ栽培」 平成２９年９月独自事業 順調に育つ「ヘナ栽培」 平成２９年９月

尚巴志ハーフマラソン向けボランティア活動 於：シュガーホール前 平成２３年尚巴志ハーフマラソン向けボランティア活動 於：シュガーホール前 平成２３年

汚泥発酵肥料「くがに1号」製造・販売平成27年汚泥発酵肥料「くがに1号」製造・販売平成27年

山道補修作業 平成２０年山道補修作業 平成２０年 薪割作業 平成２４年薪割作業 平成２４年

独居高齢者世帯清掃 平成22年独居高齢者世帯清掃 平成22年デマンド交通「おでかけなんじぃ」出発式 平成25年デマンド交通「おでかけなんじぃ」出発式 平成25年 センター設立10周年記念式典・祝賀会実行委員会 平成29年センター設立10周年記念式典・祝賀会実行委員会 平成29年
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宮城久子さん ８４歳

スポレクセンター清掃
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スポレクセンター清掃

照屋清吉さん 83歳

水道のことはお任せ

照屋清吉さん 83歳

水道のことはお任せ
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一般社団法人へ移行総会一般社団法人へ移行総会

◆グラフで見るこれまでの実績◆◆グラフで見るこれまでの実績◆

吉田武男さん 81歳

ヘナ農園で頑張る

「趣味拝見」（7面）参照

吉田武男さん 81歳

ヘナ農園で頑張る

「趣味拝見」（7面）参照


